
集会案内

毎日曜日：祈 祷 会 １：１５ｐｍ－１：４５ｐｍ

礼 拝 ２：００ｐｍ－３：２０ｐｍ

茶 菓 ３：３０ｐｍ－３：５０ｐｍ

聖書研究 ４：００ｐｍ－４：５０ｐｍ

毎月１回：家庭集会 ラグナ・ウッズ、又はアーバイン

１０：３０ａｍ～昼食

教会住所： c/o Grace Hills Church
24521 Moulton Pkwy
Aliso Viejo, CA 92637

◎私達の礼拝は第１バプテスト教会グレース・ヒルズ

教会堂内のチャペルで行なっています。

◎子供たちのためのサンデー･スクールもあります。

また、遊具等の設備も豊かに整っております。

◎１２年前に始まった日本語教会です。どなた様も

お気軽にお出かけ下さい。
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*エルトロからグレースヒル

ズ教会までは1/4マイル

ほどです。

教
会

Irvine Nihongo Kyokai

連絡先：

杉村宰牧師 電話：（７１４）５２７－１４５６

Ｅﾒｰﾙ：sugimura1950@gmail.com

田畑彰牧師 電話：（９４９）７０１－６５０２

Eﾒｰﾙ：mt.moriya77@gmail.com

「私達の教会の歩み」

２００５年９月１８日、アーバイン日本語キリスト教会は、南オレンジ郡地域の日系人とその関係する方達の救いの

ために、東洋宣教会北米ホーリネス教団オレンジ郡キリスト教会の伝道所として礼拝を開始しました。杉村宰牧師をは

じめ、田畑彰牧師、ジェームス・パーク牧師、佐藤裕士兄と信徒達の協力で毎週礼拝をささげ、伝道と牧会の働きをし、

月一回の家庭集会を開いております。

「ミッション・ステートメント」

アーバイン教会の使命は、罪の中にある人々を救うために十字架について死んで下さり、三日後に復活されたイエス・キ

リストの歴史的事実を、まだイエス・キリストを知らない日本語を理解出来る人々に、主の大宣教命令（マタイ２８：

１８－２０）に従って宣べ伝え、ホーリネスという愛の信仰を土台として信者達の信仰の成長をうながし、イエス・キリ

ストとの祈り深い生活へと導き、整えられたクリスチャンとすることにあります。

教会の地図
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カ
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ダ
旅
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記
」
③

ヴ
ァ
ン
ク
ー
バ
ー
か
ら
は
レ
ン
タ
カ
ー
で
カ
ナ
デ
ィ
ア
ン
・
ロ
ッ
キ
ー
に
向
か
う
。

大
陸
横
断
高
速
道
路
一
号
線
だ
。
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
か
ら
始
ま
っ
て
、
東
部
の
ニ
ュ
ー
フ

ァ
ン
ド
ラ
ン
ド
ま
で
七
七
〇
〇
キ
ロ
だ
と
い
う
。
そ
れ
は
太
平
洋
横
断
飛
行
航
路
の
長

さ
に
匹
敵
す
る
と
元
観
光
ガ
イ
ド
で
あ
っ
た
石
黒
先
生
が
説
明
し
て
く
れ
た
。
面
白
い

の
は
、
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
は
島
で
、
カ
ナ
ダ
本
島
と
は
ジ
ョ
ー
ジ
ア
海
峡
で
隔
た
っ
て
い

る
の
だ
が
、
ど
う
い
う
訳
か
起
点
が
ビ
ク
ト
リ
ア
な
の
で
あ
る
。
途
中
で
道
路
工
事
で

何
度
も
止
め
ら
れ
た
が
、
ヨ
ホ
、
バ
ン
フ
、
ジ
ャ
ス
パ
ー
と
い
う
各
国
立
公
園
の
名
所

に
立
ち
止
ま
る
。
そ
れ
は
感
嘆
の
連
続
だ
。
無
数
の
氷
河
、
氷
河
か
ら
流
れ
た
土
砂
の

粒
子
に
よ
っ
て
エ
メ
ラ
ル
ド
・
グ
リ
ー
ン
に
変
化
し
た
湖
の
数
々
、
大
小
の
滝
、
自
然

の
石
橋
、
三
千
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
氷
河
で
削
ら
れ
た
雄
大
な
峰
々
、
Ｖ
字
型
に
褶
曲

し
た
山
々
、
ビ
ッ
グ
ホ
ー
ン
・
シ
ー
プ
、
ヒ
グ
マ
、
黒
熊
、
そ
れ
に
澄
ん
だ
空
気
、
そ

れ
は
圧
巻
、
壮
大
で
名
状
に
尽
く
し
が
た
い
も
の
が
あ
っ
た
。

中
で
も
圧
巻
だ
っ
た
の
は
、
ジ
ャ
ス
パ
ー
に
あ
る
マ
リ
ン
湖
だ
。
そ
の
周
り
に
は
道

路
が
な
く
、
周
辺
を
見
る
に
は
そ
の
湖
を
一
周
す
る
遊
覧
船
し
か
な
い
。
あ
ま
り
の
人

気
ス
ポ
ッ
ト
の
た
め
に
、
ボ
ー
ト
を
利
用
し
た
く
て
も
、
数
時
間
待
ち
で
あ
る
。
そ
れ

ほ
ど
湖
岸
か
ら
見
た
マ
リ
ン
湖
は
素
晴
ら
し
か
っ
た
。
天
国
も
か
く
や
あ
ら
ん
と
思
う

よ
う
な
峨
々
と
し
た
峰
々
が
は
る
か
彼
方
に
見
え
る
。
そ
れ
に
氷
河
が
映
え
て
幻
想
的

な
情
景
と
な
り
、
心
ま
で
も
吸
い
込
ま
れ
て
し
ま
い
そ
う
だ
。
ボ
ー
ト
に
乗
っ
て
堪
能

し
た
い
と
は
願
っ
て
も
、
何
時
間
も
待
っ
て
い
て
は
、
そ
の
日
の
夕
方
ま
で
に
は
カ
ル

ガ
リ
ー
近
郊
の
ホ
テ
ル
に
着
く
こ
と
が
で
き
な
い
。
後
ろ
髪
を
引
か
れ
る
思
い
で
あ
っ

た
が
、
そ
こ
を
去
る
こ
と
に
し
た
。
そ
の
途
中
の
こ
と
、
一
匹
の
ビ
ッ
グ
ホ
ー
ン
・
シ

ー
プ
に
出
く
わ
し
た
。
急
斜
面
に
造
ら
れ
た
道
路
を
横
切
ろ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
道

路
脇
は
メ
デ
ィ
ス
ン
湖
に
落
ち
て
い
る
。
羊
は
ど
こ
に
逃
げ
る
の
だ
ろ
う
か
と
案
じ
る

ま
も
な
く
僕
ら
の
車
の
す
ぐ
横
を
通
っ
て
ゆ
く
で
は
な
い
か
。
思
わ
ず
カ
メ
ラ
を
向
け

た
。
後
で
写
真
を
見
て
み
る
と
、
ば
っ
ち
り
写
っ
て
い
た
。

前
日
通
っ
た
九
十
三
号
線
を
ま
た
も
ど
る
。
ジ
ャ
ス
パ
ー
か
ら
バ
ン
フ
に
南
下
す
る

ル
ー
ト
だ
。
同
じ
道
で
も
、
行
き
と
帰
り
で
は
風
景
が
ま
る
で
違
う
。
そ
れ
は
あ
た
か

も
初
め
て
通
る
か
の
よ
う
な
印
象
を
与
え
る
も
の
だ
。
ド
ラ
イ
ブ
し
な
が
ら
、
夢
か
う

つ
つ
か
み
ま
ご
う
よ
う
な
大
自
然
の
展
開
に
言
葉
も
な
い
。
た
だ
神
の
み
業
を
讃
え
る

ば
か
り
で
あ
っ
た
。


